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嶺岡牧を再興した徳川吉宗 

発掘調査で検出された嶺岡西一牧と嶺岡西二牧を分ける仕切土手の木戸跡 
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世界的先駆者だった徳川吉宗 

 

日暮 晃一 

わくわくどきどき過ごして 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施した施策と発展段階から八代将軍徳川吉宗を評 

Ⅰ．小石川薬園の拡充 

図1 小石川御薬園跡（小石川植物園） 

価する。特に，嶺岡牧との関連にポイントを

置き，嶺岡牧の復興，及び小石川御薬園の拡

充に始まる医療改革に着目する（図 1）。 

  

URL：https://koishikawa-bg.jp/ennai/ 
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 江戸幕府は1638（寛永 15）年に，江戸で薬を得るた

め，薬草を栽培する薬園を麻布と現文京区の大塚に設

置した。大塚の薬園は廃止し，麻布の薬園は徳川綱吉

が1684（貞享元）年に幼少期に過ごした館林藩下屋敷

である白山御殿の敷地の一部に移した。小石川御薬園

と呼ばれたこの薬園を，徳川吉宗が1721（享保 6）年

に御殿地全域に広げ，ほぼ現在の小石川植物園の形と

なった（図2）。 

 小石川御薬園は，台地斜面を中心に台地上から解析

谷までを含み，比高12ｍである。木本類も多く栽培さ

れていた。しかし，明治政府により多くの木が切られ， 

現在残されている薬草園は，江戸期の面影を再現して

いるに過ぎない（図3）。 

図2 小石川御薬園の形状 

URL: https://koishikawa-bg.jp/overview/ 
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 方剤の中心になる君薬に加え，多くの臣薬，佐薬，

使薬となる植物を,国内は無論のこと,東アジア諸国等

からも導入し,朝鮮人参，甘藷，サトウキビなども栽培

された（図4）。 

 薬園は,西北側半分を芥川小野寺元風, 東南側半分

を岡田利左衛門が管理し,それぞれの屋敷で,園内生産

の薬草を乾燥し,調剤に用いた（図5）。 

図3 小石川御薬園の様子を展示 

図4 甘藷試作地の碑 

図5 薬草乾燥場の石畳 

日暮晃一 世界的先駆者だった徳川吉宗 
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Ⅱ．小石川養生所の設置 

図6 小石川養生所の見取り図 

東京都公文書館 https://www.facebook.com/tokyo.archives/ 

posts/ 

図5 小石川養生所の図 

福濱嘉宏 小石川養生所の絵図面を中心とした建築的史料の検討と復元

的考察 ttps://www.u-tokyo.ac.jp/content/400029555.pdf 

図7 図面化された小石川養生所の見取り図 

小石川養生所の見取り図 https://jnapcdc.com/LA/yun/01/ 

 徳川吉宗は1723（享保7）年 12月 13日,小石川御薬 

園内に江戸幕府立の小石川養生所を開所した（図 6～

図 9）。この,無料で医療を受けることができる小石川

養生所は,官製の貧民救済施設といえる。 
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図 8小石川養生所のイメージ 

旧養生所の井戸-赤ひげ先生と小石川養生所 https://edokara.Tokyo 

/conts/2020/09/04/1583 

図 9 小石川植物園内に残る小石川養生所の井戸 

1．官製の養生所設立計画 

 徳川吉宗は1721（享保 6）年 7月に，評定所腰掛前

に目安箱を毎月 3回置くことを示した。漢方医の町医

者であった小川笙船は,享保 6年 12 月に施薬院の設立

嘆願書を目安箱に投函した。 

 徳川吉宗は, 享保7（1722）年 1月に,小川笙船によ

る施薬院設立の上書を取り上げ，御側御用取次の有馬

兵庫頭氏倫に施薬院設立を命じた。有馬氏倫は，町奉

行中山出雲守時春と大岡越前守忠相に小川笙船上書の

考えを確認するよう命じ,ただちに大岡越前守宅に笙

船を呼び寄せ中山出雲守同席のもと,施薬院設立に関

する構想を聴取した。2月に,有馬は笙船の構想には難

しさもあるが,問題点は笙船と検討することとし，与力

に事務方を担当することとした。翌日，施薬院設立の

事務方として，中山出雲守組与力満田作左衛門，大岡

越前守組与力吉田十郎兵衛を任命した。6 月に，施薬

院役人には，与力が2人，同心が10人あれば施薬院の

管理は可能と報告した。 

 同年 7月，施薬院体制の骨格をまとめ，以下が報告

された。 

1）施薬院の医師は，小普請医 1～2人が毎日見廻る。

夜の急病人は町医者・扶持人医者1～2人に，連絡があ

り次第施薬院に来ることを命じる。笙船には，昼間の

見廻り・病人介抱・薬の吟味等を依頼する． 

2）町奉行与力 2 人は隔番で詰め，施薬院の一式の指

図，病人の出入り改め，惣賄い入用品や薬用人参の吟

味を行う。 

3）町奉行同心 10人のうち2人は年寄り同心として賄

い惣元締めや必要物品購入時の吟味役とし．他8人は，

薬煎や病人の見廻り役を昼夜隔番で勤める。 

4）中間8人は，門番や病人の看病人にあたる。 

5）中間の女2人は，女性の病人看病や洗濯物の世話を

する。 

6）施薬院の病人は，極貧で薬も貰えず，独身で看病人

もいない者とする。 

7）病人に，夏は単衣の着物，冬は綿入れ1つ，鼻紙，

貸夜具蒲団を渡す。 

8）病人を施薬院に送るには，寺社町方近在の筋々へ申

し出て吟味の上送る。 

9）病人が回復した時は，医者衆・与力・笙船が立ち会

い退院を決め，与力が派遣先に届ける。 

10) 病人が外出し帰らない時は，与力が事情を病人の

派遣先へ届出る。 

11）施薬院の総費用の見積りは，建物が金 210 両，物

資の購入や人件費は約金289 両。 

 

2．養生所の解説 

 7 月の計画をもとに準備が進められ，5 ヶ月後の 12

月 13日に，小石川御薬園内に有床診療所の施薬院が開

設された。まもなく，名称を小石川養生所に変えてい

る。 

 東京都公文書館に天保期の養生所を示した絵図が残

されている（図6）。これを図面にした図7でみると，

敷地の西側に表門があり，管理棟と病棟が土間を挟ん

で配されている。管理棟は，物置，中間部屋，台所，

役人詰所，薬調合所，が並ぶ。中間部屋の後ろに今も

残る井戸がある（図9）。病棟部分は4棟の男病人長屋，

1棟の女病人長屋と，3カ所の薬煎所からなっている。

病床数は40床であった。 

 小石川養生所は町奉行が管轄し，小川笙船，小川丹

治父子が肝煎を務めた。また，作左衛門と吉田十郎兵 
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衛が養生所の与力となり，医師は小川笙船，小川丹治，

岡丈庵，林良適が本道（内科）を担当し，夜間の急病

には木下同圓，八尾伴庵，堀長慶が行った。患者数が

増え，病も多様となったことから，2009 年には本道 7

人、外科4人、眼科1人に増員した。はじめは幕府医

の寄合医師・小普請医師が治療していたが，1843（天

保 14）年から町医者が担当した。なお，養生所の勤務

年数で幕府医師への取り立もあった。 

 開所したばかりの時は，養生所は薬草の効能試験が

密かな目的との風評が立ち，無宿者並の扱いがされる

と嫌われ，利用者は少なかった。そこで，2 ヶ月後の

1723（享保 8）年 2 月に入院基準を看病人があっても

貧民なら収容できるとし，10月には行倒人及び寺社奉

行支配地の貧民も収容できると緩和した。また，7 月

に町名主の養生所見学を行い風評払拭に務めたことも

あり，入院患者は増加した。 

 

 
Ⅲ．醍醐の生産・普及 

 徳川吉宗は，薬草とともにすべての病に効く薬を探

し，仏教の経典である大般涅槃経に記されている五味

相生の譬に着目した。 

 斉梁時代に書かれた涅槃経聖行品（巻十四）には，

五味相生の譬喩として，以下のように記されている。 

 譬えば牛より乳を出だし，乳より酪を出だし，酪よ

り生酥を出だし，生酥より熟酥を出だし，熟酥より醍

醐を出だして醍醐は最上なり。若し服することあれば

衆病皆除き，所有の諸薬悉くその中に入るが如し。 

 これをそのまま受け取ると，醍醐こそが最上の薬餌

だということになる。そこで吉宗は，すべての人々の

寿命を伸ばすため醍醐を普及することとした。この醍 

 

 

醍の普及で，吉宗の医療改革が完成した。醍醐は，亀

甲形をしており，砂糖を少し加えて石鹸ぐらいの堅さ

になるまで煮詰めた乳製品で，生キャラメルに近い味

のものであった（図10，図11）。 

 この醍醐は，1792（寛政 4）年に江戸幕府版商標と

して白牛酪の名を与えられたが，幕末に嶺岡牧の八丁

陣屋で行っていた白牛酪づくりを見ていた永井牧士

家の子孫の聞き書きが金木編（1961）に記されている。 

醍醐を知る唯一のデータで，バターやチーズとは全く 

図10 復元した醍醐  図11 醍醐の型の復元図 
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異なる。聞き書きには以下のように記されている。『そ

の白牛の乳から白牛酪というものをつくったが、これ

は白牛の乳を鍋に入れて砂糖を混ぜ、火にかけて丹念

に掻きまぜながら石鹸位の堅さになるまで煮詰めた

もので亀甲形にしてあった。そして非常に貴重なもの

として病人などはそれを削って、お茶で飲んでいたり

したといわれている。私も極く幼少の頃祖父につれら

れていってそれを甜めたこともあったが、今考えてみ

ても非常にうまかった。この白牛酪を作るのは唐鍋の

鍋に限っていたのも面白いことである』。千葉県酪農

のさとでは，体験を通して醍醐（白牛酪）の周知化を

図っている（図12，図 13）。 

 醍醐をつくる上で欠かせない原料乳を確保するた

め，1727（享保12）年に繁殖牧場として白牛を嶺岡牧

へ放し管理型放牧酪農を始めた。生業としての酪農で

なく，産業としての酪農の初めてである。このことか

ら，千葉県では嶺岡牧を県の文化財に指定している。   

なお，醍醐の原料として砂糖が必要だが，吉宗はサト

ウキビを琉球から小石川御薬園に移入し栽培を行っ

ていたことから，嶺岡牧にサトウキビを導入し，サト

ウキビの栽培から砂糖づくりまでを行っていた。 

 醍醐づくりは，徳川家重が将軍職に就くまで江戸城 

図12 醍醐（白牛酪）づくり体験  

図 13 醍醐（白牛酪）づくり体験のファシリテートツール 

資料：嶺岡牧研究所・千葉県酪農のさと（ 2012）  

図14 日本酪農発祥之地の石碑  

内で行っていた。白牛は，美作から3頭導入している。

吉宗が白牛を導入したときは鎖国体制が整備されて

から半世紀経っている。白牛が海外から導入された場

合，すべて長崎会所の記録に残る。だが，会所にそう

した記録はなく，明治後の近代文書にいきなりインド

産と現れることから，白い和牛であったと結論づけた

（野村 1969）。横山（2023）は『徳川実記』，『白牛酪

考』にそうした記載は無く，オランダ商館日誌にも白

牛の記述はみつからなかったと述べている。インド産

や東インド会社は，明治以降の俗信といえよう。 

日暮晃一 世界的先駆者だった徳川吉宗 
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2023年度第 1回，千葉県酪農のさと／NPO法人エコロジー・
あーキスケープ，pp.19-24． 

 繁殖牧場である嶺岡牧で仔牛を産ませると，母子を

江戸へ送り，消費地牧場である江戸の牧場で白牛母子

を飼養し，搾乳を行い，醍醐をつくっている。白牛は，

できるだけ牧内で自由に過ごさせたため，吉宗治世に

白牛母子を江戸へ送るのは，せいぜい年 1～2 回であ

ったと考えられる。小石川養生所の患者に醍醐を提供

できたか否か，興味が尽きない。 

 

Ⅳ．暮らしを政治の核に据えた先駆者：徳川吉宗 

 徳川吉宗の統治様式をみると，以下のように整理す

ることができる。 

1）徳川綱吉以降急速に進展した重商主義経済政策を

より一層推し進め，江戸を都市として整備を図ってい

る。 

2）都市である江戸への人口流入を前提としつつ，都市

の発展を支える農村部を維持できるよう，総合的な統

治政策を行っている。 

3）都市には多くの貧しい無産階級が存在することか

ら，都市の安定的発展施策として医療・福祉の必要性 

に着目し，小石川御薬園の拡充，小石川養生所の設置，

万病の特効薬と考えられていた醍醐の生産・普及を実

施した。 

4）都市を維持するため，都市計画を行い，火災への防

備，ゴミ置き場の設置と，防災対策の仕組み整備，及

びゴミ・糞尿処理，即ち衛生管理の仕組みを整備した。 

衛生管理のシステムは，レーニン（1899）がロシア農

業に商品経済が浸透し，近郊農業が形成される記述と

極似した姿を認めることができる。それにより，千葉

県各地など江戸の近郊地域における江戸町奉行の支

配地域には，泥面子など江戸ゴミが分布する。 

5）徳川綱吉は，商業による幕府財政の確立を企図し，

馬耕を中心とした原動力生産を行う農林業を中心と

する牧で，江戸幕府直轄3牧の中で最も費用がかかっ

ている嶺岡牧を，元禄の大地震による牧が大きな被害

を受けたことを理由に閉鎖した。これに対して吉宗

は，江戸幕府組織の再整備及び防衛の再編強化として

嶺岡牧を再興した（図15）。 

 以上，吉宗の時代を見据えた政策は，人々の暮らし

づくりを核として進めている点に特徴がある。それ

は，SDGｓの理念とそれを維持するための環境整備と

一致する。その点で，吉宗は SDGｓより 300 年早く暮らし

づくりを進めた世界的先駆者といえる。 

図15 嶺岡牧の再興を建言した見分帳  

千葉県公文書館所収 
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吉宗は嶺岡牧再興で何をしたか 

 

白 石  典 子  

嶺岡牧スチュワード 

 
 
Ⅰ．はじめに 

嶺岡牧は慶長19（1614）年に江戸幕府直轄の牧場と

され，その後元禄地震による被災を経て一時中断する

が，八代将軍吉宗のもとで再興され，暮らしに必要な

原動力たる馬の生産を担う牧場機能を果たした。 

 「日本酪農発祥の地」ともされる嶺岡牧は、吉宗に

よる白牛飼養の始まりでもあり、2026 年はそれからち

ょうど 300 年の節目となる。しかし，嶺岡牧の知名度

は依然として高くはなく，このような情報に触れるこ

とができる人も限られている。 

 現在までの研究においては、17世紀の嶺岡牧の姿に

ついて，石井家文書から迫った大谷（2009）や金澤（2017）

による考察があるが，元禄期の中断を経て再興された

嶺岡牧の整備の実態は十分には検討されていない。 

 それは嶺岡牧に関する一次史料へのアクセスの難し

さや，専門研究者の少なさが一因であるとされ，「嶺岡

牧にはまだ眠っている歴史が多く，史料へのアクセス

しやすい環境整備と継続的な研究が求められる」（金澤

2017）と指摘されている。 

 本稿ではこうした課題を踏まえ，旧牧士家である石

井家文書の「享保年中嶺岡牧場御取立之節ゟ書留帳并

ニ野馬矢馬書附」を中心として，その他の地元に残る古

文書，嶺岡山中の遺構などを手がかりに，享保年間にお

ける嶺岡牧再興の具体的実態に迫ることを目的とする。 

 

 

1．牧の範囲の把握 

 享保10(1725)年に牧野境の確認を行い「榜示杭」を100

間に 1本の間隔で建てた。(牧場の範囲を明確にした) 

牧 間数 道法 メートル 

嶺岡西ノ牧 12855間 5里 34丁 15間 約 23.4㎞ 

嶺岡東ノ牧 18148間 8里 14丁 28間 約 33㎞ 

柱木牧 6091 間 2里 29丁 31間 約 11.1㎞ 

図1 享保年中の野廻- 

 

新開の田畑，見取場とされた耕作地の検地を行い， 

享保 8(1723)年から「惣田畑35町 1反 7畝 1歩」と決

定した（図2）。 

また，これ以後，牧内での一切の開墾を禁じた。 

史料 1 は牧の再興以前も以後も百姓による開墾が止ま

らず，牧士が幕府に嘆願している書状。 

 

 田畑合 田方 畑方 

① 本年貢 

＋享保元～7 年に

開発分 

11 町 3 反

19歩 

5町 7反 1

畝歩 

5町 5反 9

畝 19歩 

②正保 4(1647)～

享保元(1716)に開

発分 

19 町 9 反

6畝 12歩 

5町 4反 6

畝 12歩 

14 町 4 反

8畝歩 

①＋②享保 8(1723

～徴収する年貢 

35 町 1 反

7畝 1歩 

  

松竹萱林 

(林銭) 

3町 9畝 4

歩 

  

図2 嶺岡牧再興に際行った新開見取場検地反別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

史料1 乍恐口上書仕奉御内意頼候覚‐石井家文書 

 

※林銭は免除 

Ⅱ．享保の嶺岡牧再興 

2．検地と年貢 
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3．牧士と捕手の任命と給金 

 嶺岡牧再興時の牧士任命は享保 7(1722)年幕府馬預

の諏訪部文衛門と野馬奉行，綿貫夏右衛門が嶺岡に派

遣されて行われた。その後享保11(1726)年に嶺岡牧場

と牧士は代官所の支配下となり，野馬だけは今まで通

り諏訪部文衛門の支配下に分かれた。 

 享保 16(1731)年牧士給金は三両二人扶持と決めら

れ，給金は斎藤三右衛門から渡し，扶持米は代官の管

理で，村方から年貢として納める分かからら牧士に支給さ

れた。 

また，捕手は６名が任命され，給金１両２分が斎藤三 

右衛門から支給された。 

 

図3 嶺岡牧柱木牧再興時の牧士 

※高梨家は利右衛門、滝原家は半助が再興時の牧士代替わり後の名

前になっている。 

 

村 捕手名 

平郡山田村 善兵衛 

平郡吉井村 直右衛門 

平郡平久里中村 角助 

平郡荒川村 定助 

長狭郡坂東村 清右衛門 

長狭郡東野尻村 長三郎 

図4 捕手 

(捕馬の際，馬捕場に入った野馬に縄をかけて捕獲する者) 

 

４．代官見廻り手代について 

就任期間 見廻り手代名 

享保7寅年迄3年 栗田所助 

享保10巳年～未年迄3年 井上嘉助 

享保13申年～亥年迄4年 加嶋源六 

享保17子年～5年 鈴木庄内 

 

 

 見回り手代の職務は毎月嶺岡に来て，牧士の勤務を

監視，代官所からの廻状の作成，村方にある鉄炮の管

理，狼山犬の駆除，野馬土手の修繕、馬の呑井浚い，

等作業指示。馬捕の段取りなど多岐にわたっている。 

 また，代官の配下ではあるが，幕府馬乗で野馬の管

理を任されている斎藤三右衛門と連携をしながらその

指図に従う立場ということがわかった。三衛門が嶺岡

に逗留の際は八丁陣屋の最寄の村に泊まり。三右衛門

の用事があれば承り，馬捕りの時には近隣の百姓の家

へでも泊り込み，馬捕りの行事が第一の仕事として不

備のないように務めるとの記載もある。 

 更に，日頃の職務の中で，10 月末以降､冬枯れの時

期は野馬が土手の外へ里出しやすいので野馬土手の管

理を入念にすること，正月11日を過ぎたら，早々に嶺

岡馬捕場の土手や木戸の修復を行い，正月末から二月

初頭の馬捕りに間に合うようにすること。など細かい

指示が行われているのは興味深い。 

 牧の現場では，見廻り手代が，代官所・村方・牧士・

そして幕府の馬乗斎藤三右衛門との間で折衝・調整を

行う役割を担っていた。各組織が見廻り手代の存在を

介して影響を及ぼし合いながら牧の運営に関与してい

た構図が浮かびあがる。 

村 牧士名 任命年 

平郡山田村 川名与右衛門 享保7 

平郡平久里中村 加藤幸右衛門 享保7 

平郡荒川村 高梨(利右衛門)半兵衛 享保7 

平郡吉井村 池田久兵衛 享保7 

長狭郡坂東村 石井孫左衛門 享保7 

長狭郡東野尻村 瀧原(半助)武左衛門 享保7 

朝夷郡川谷村 佐久間平蔵 享保11 

朝夷郡石堂原村 日野善右衛門 享保11 

図5 代官見廻り手代 
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史料2 乍恐口上書仕奉御内意頼候覚‐石井家文書 
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5．嶺岡牧内の整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 資料 3からは，享保12(1726)年の嶺岡牧の整備に関

して若年寄本多伊豫守，勘定奉行駒木根肥後守，代官

野田三郎左衛門，幕府馬乗斎藤三右衛門，勘定吟味役，

勘定奉行衆，が確認できる。享保期に幕府事業をどの 

様に行ったか，プロセスが確認できる資料といえる。 

村方は完成の後に，作業に関する帳面を提出し，５５

両を御金蔵から代官野田三郎左衛門に支払われ,村割

合に応じて各村に支払われた。 

 東牧の仕切土手普請は「瀧原文書」(図 5)の中にも

記載されている。「東野仕切土手百五拾間高サ八尺敷弐

間馬蹈壱間」と，土手の規模が窺われる。また，普請

に際して高割 100 石に付き 13 人が課せられ，どこの

村が何人の人足を出したのか記録されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

資料3 享保年中嶺岡牧場御取立之節ゟ書留帳并ニ野馬矢馬書附より-石井家文書 
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図6 現在も残る仕切土手  上：東牧  下：)西牧 

白石典子 吉宗は嶺岡牧再興で何をしたか 12 

 

 

 

 本稿は，吉宗による嶺岡牧再興の具体的な施策につい

て，旧牧士家文書の享保年間の記録をもとに検討した。 

 再興に際して牧の範囲を明確にし，見取場の検地を

行い年貢を見直す。牧を五牧に分けて管理する為に仕

切土手を築き，柱木牧から野馬を移動する通路を整備

する。若年寄から勘定奉行所，代官所，幕府馬預が複

層的に関係をしながら事業を進める様子を確認した。

また，嶺岡牧の職掌としては牧士の他に捕手，代官見

廻り手代を確認し，特に見廻り手代が現場における調

整機能を果たした役割について解明した。 

 再興以降の嶺岡牧は，白牛放牧，寛政期の近代酪農

と白牛酪産業を支える原料生産牧として重要な役割を

果たす。(白石2019)その原点にあるのが将軍吉宗の再

興であった。 

冒頭に掲げた課題を進める為に 2022 年に発足した

嶺岡牧スチュワード協会では，地域に残る古文書のデ

ータベース化・公開に向けた取り組みを行っている。

こうした取り組みが，今後の嶺岡牧研究の発展に寄与

することを願ってやまない。 
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 本稿は，吉宗による嶺岡牧再興の具体的な施策につい

て，旧牧士家文書の享保年間の記録をもとに検討した。 

 再興に際して牧の範囲を明確にし，見取場の検地を

行い年貢を見直す。牧を五牧に分けて管理する為に仕

切土手を築き，柱木牧から野馬を移動する通路を整備

する。若年寄から勘定奉行所，代官所，幕府馬預が複

層的に関係をしながら事業を進める様子を確認した。

また，嶺岡牧の職掌としては牧士の他に捕手，代官見

廻り手代を確認し，特に見廻り手代が現場における調

整機能を果たした役割について解明した。 

 再興以降の嶺岡牧は，白牛放牧，寛政期の近代酪農

と白牛酪産業を支える原料生産牧として重要な役割を

果たす。(白石2019)その原点にあるのが将軍吉宗の再

興であった。 

冒頭に掲げた課題を進める為に 2022 年に発足した

嶺岡牧スチュワード協会では，地域に残る古文書のデ

ータベース化・公開に向けた取り組みを行っている。

こうした取り組みが，今後の嶺岡牧研究の発展に寄与

することを願ってやまない。 
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之
内
与
右
衛
門
幸
右
衛
門 

 
 

半
兵
衛
孫
左
衛
門
武
左
衛
門
久
兵
衛
儀
六
人 

 
 

ハ

嶺
岡
牧
場
御
取
立
之
節
平
蔵 

善
右
衛
門
両
人
ハ

去
馬
年
ゟ
柱
木 

牧
場
与

相
分
候
得
者
惣
而

牧
場
御
用 

向
者
一
統
相
勤
申
候
但
去
ル

亥
年 

 

ゟ
壱
人
ニ

付
御
扶
持
方
弐
人
扶
持 

御
給
金
三
両
ヅ
ゝ

被
下
候
扶
持
方 

者
御
縄
成
之
内
を
以
相
渡
候
御
給 

金
者
斎
藤
三
右
候
衛
門
ゟ
相
渡
候
由 

御
座
候 

 
 

一
右
牧
士
之
内
平
郡
荒
川
村
半 

兵
衛
義
ハ

里
見
家
心
之
牧
士 

子
孫
之
由
且
又
長
サ

郡
坂
東
村 

ニ
里
見
家
之
厩
跡
地
今
以 

除
地
ニ

有
之
候 

  
 
 
 

西
牧
捕
手 

 
 
 
 
 

平
郡
山
田
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

善
兵
衛 

 
 
 
 
 

同
郡
吉
井
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

直
右
衛
門 

 
 
 
 
 

同
郡
平
久
里
中
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

角 

助 
 
 
 
 
 

同
郡
荒
川
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

定 
助 

 
 
 
 
 

長
サ
郡
坂
東
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
左
衛
門 
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へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

往
来
之
處
火
縄
持
入
候
事
御 

 
 

停
止
之
高
札
相
建 

  
 
 
 
 

覚 
  
 

牧
士
之
内
江
野
火
附
候
事
禁
則 

 
 

二

候
并
往
来
之
處
是
ゟ
内
江 

 
 

猥
ニ

火
縄
持
入
へ
か
ら
づ
候 

 
 

 
 
 

右
之
趣
堅
く
可
相
守
處
也 

  
 
 

享
保
十
巳
六
月 

  
 

右
高
札
嶺
岡
野
附
弐
拾
四
ケ

村 
 
 

柱
木
野
附
六
ケ
村

〆
三
拾
ケ

村
江

相 
 
 

渡
被
建
置
候
但
高
札
損
し
候
節
ハ 

 
 

村
々
ゟ
建
候
積
り 

  

一
房
州
嶺
岡
牧
場
并
牧
士
之 

 
 

儀
御
代
官
支
配
二

被
仰
付
野
馬 

 
 

之
儀
者
只
今
迄
之
通
諏
訪 

部
文
衛
門
取
計
候
段
享
保
十 

一
午
十
一
月
十
三
日
猶 

御
殿
本
多 

伊
豫
守
殿
御
差
図
之
由
ニ
而 

駒
木
根
肥
後
守
殿
ゟ
野
田 

三
郎
左
衛
門
江

被 

仰
渡
候
書
付
左 

之
通 

  
 
 
 
 

野
田
三
郎
左
衛
門 

 

嶺
岡
牧
場
并
牧
士
其
方
支
配
二 

 
 
 

 

 
 

 

可
致
候
牧
士
之
勤
方
且
又 

 
 

右
牧
場
ニ

而
狼
山
犬
打
候
鉄 

 
 

砲
之
義
ハ

相
改
候
様
二

可
仕
候
野 

 
 

馬
之
義
ハ

只
今
迄
之
通
諏
訪 

 
 

部
文
衛
門
取
計
候
様
可
被
従 

 
 

其
意
ニ

右
之
通
可
被
申
渡
候
以
上 

  
 
 

午

十
一
月 

  
 

右
御
書
付
本
多
伊
豫
守
殿
ゟ 

 
 

御
勘
定
奉
行
衆
江

相
渡
り

写 
 
 

駒
木
根
肥
後
守
殿
ゟ
御
渡
被
成
候 

 
 

但
シ

牧
士
并
牧
場
六
拾
六
ケ
村 

 
 

野
田
三
郎
左
衛
門
廻
状
ヲ

以
右
之
趣 

 
 

相
触
候 

 
 
 

御
廻
状
扣
有
之
候 

 
 

 

一
東
仕
切
土
手
長
サ

百
五
十
間 
 
 

程
通
木
戸
壱
ケ

所 
  

一
西
牧
仕
切
土
手
長
サ

百
八
十
程 

 
 

木
戸
弐
ケ

所 
 
 

八
田
川
と

申
所
ニ

壱
ケ

所
大
田
代
と 

 
 

申
所
ゟ
八
田
川
迄
谷
間
切
落 

  
 

右
御
書
付
享
保
十
二
年
未
正
月 

 
 

十
八
日
於 

御
殿
駒
木
根
肥
後 

守
殿
御
渡
被
成
御
普
請
御 

入
用
大
積
書
付
明
十
九
日
可 

差
出
旨
野
田
三
郎
左
衛
門
被
仰
渡
候
ニ
付 

 
     

 
 

右
積
り
書
付
十
九
日
差
出
候
也 

  

一
西
牧
柱
木
牧
野
馬
道
路
無
之 

 
 

場
所
通
り

道
付
下
事 

 
 

 
 

右
之
通
諏
訪
部
文
衛
門
支
配 

 
 

御
馬
乗
斎
藤
三
右
衛
門
改
次
第 

 
 

普
請
致
候
筈
二

候
間
可
被
従 

 
 

其
意
候 

  
 
 
 
 
 
 
 

吟
味
衆 

 
 
 
 
 
 
 
 

奉
行
衆 

 
 

 
 
 

右
書
付
本
多
伊
豫
守
殿
御 

 
 

改
ニ

付
如
此
候
以
上 

  
 
 

□
□ 

 
 
 
 
 

五
月
五
日 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

野
田
三
郎
左
衛
門
殿 

  
 
 
 

東 
 
 
 
 
 

西
一
ノ
牧
ニ
ノ
牧 

 

一
嶺
岡 

 

野
仕
切
土
手 

 
 
 
 

西 
 
 
 
 
 

東
上
牧 

下
牧 

  
 

柱
木
牧
以
上
五
牧
ニ
相
建 

  
 

柱
木
牧
士
前
々
ゟ
別
牧
ニ
而

野
馬
道 

 
 

造
候
迄
尤
東
西
牧
仕
切
幷
柱
木
牧 

 
 

牧
野
馬
道
路
道
作
御
普
請
出 

 
 

来
候
ニ

付
帳
面
差
出
シ

御
吟
味
相 

 
 

済
御
入
用
金
五
拾
両
余
り

御
金 

 
 

蔵
ゟ
野
田
三
郎
左
衛
門
請
取
村
々
へ 

 
 

相
渡 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
々
割
合
請
取
候 

 
 
 
 
 
 
 
 

帳
面
有
之
候 

 
 

     

白石典子 吉宗は嶺岡牧再興で何をしたか 
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享
保
七
寅
年
迄
三
ケ

年
相
勤
ル 

 
 
 
 
 
 
 

見
廻
り
手
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗
田 

所
助 

  
 
 

享
保
十
巳
年
ゟ
未
年
迄
三
ケ

年
相
勤
ル 

 
 
 
 
 
 
 

右
同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上 

嘉
助 

 

享
保
十
三
申
年
ゟ
亥
年
迄
四
ケ

年 

相
勤
ル 

 

右
同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
嶋 

源
六 

 
 

 
 
 
 

享
保
十
七
子
年
ゟ
相
勤 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

庄
内 

  
 

右
見
廻
り

手
代
毎
月
牧
場
へ

罷
越 

 
 

牧
士
勤
方
之
様
子
野
付
野
続 

村
々
猟
師
百
性
四
季
打
鉄
炮 

御
免
之
者
共
幷
御
鉄
炮
預
候
者
共 

狼
山
犬
無
油
断
防
候
様
二
申
渡
候 

尤
狼
山
犬
打
候
負
数
牧
士
書 

出
シ

候
得
者
猶
又
様
子
相
尋
吟
味 

之
上
書
付
致
持
参
御
掛
り

之
御
改 

中
え
御
届
申
上
候
得
者
品
々
寄 

右
打
留
候
處
御
褒
美
被
下
候
義
ニ 

御
座
候 

 

一
見
廻
り

手
代
出
立
之
節
御
掛
之 

 
 

御
改
中
え
御
届
申
上
夫
ゟ
斎
藤 

三
右
衛
門
方
へ

罷
越
委
細
従
差
□ 

罷
越
候
罷
帰
り

候
節
も

右
同
断 

御
改
申
上
候
三
右
衛
門
方
へ
も

罷
越
候 

候
事 

 
 
 

  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
    

 

方
逗
留
有
之
候
節
見
回
り

手
代 

之
義
も

八
丁
最
寄
村
々
泊
り

申
付 

御
用
向
承
之
候
御
捕
駒
之
節

者  
 

一
村
之
内
百
性
成
共
可
宿 

仕
候
御
捕
駒
御
焼
印
御
用
之
儀 

第
一
之
御
用
向
ニ

付
別
而
諸
事 

手
支
無
之
様
仕
候 

一
正
月
十
一
日
過
候
得
者
早
々
嶺
岡
江 

 

見
回
り
に

罷
越
込
場
土
手
垣
木 

 

戸
等
之
修
復
入
念
申
付
候
正 

 

月
末
二
月
初
頭
御
捕
駒
有 

 

之
候
ニ

付
如
此 

一
来
春
御
捕
駒
何
拾
疋
与
有
之
内 

 

上
牧
之
牧
士
へ

承
合
御
捕
駒 

 

員
数
ニ

弐
三
疋
も

余
計
有
之 

 

候
様
ニ
牽
縄
小
口
縄
野
続
村
々 

 

ゟ
順
番
替
々
村
々
へ
申
付
代
銭 

 

ハ
常
故 

 

公
儀
ゟ
被
下
斎
藤
三
右
衛
門
被
相
渡
候 

一
御
捕
駒
之
義
嶺
岡
牧
東
西
柱
牧 

 

共
ニ
三
日
御
捕
駒
有
之
候
人
足
之 

 

儀
ハ

前
広
ニ

斎
藤
三
右
衛
門
江

承
合 

 

差
図
次
第
村
方
へ

人
足
割
合 

申
触
御
捕
駒
日
限
極
次
第
右 

人
足
召
連
罷
出
才
料
之
者
江 

申
渡
段
々
手
□
り

致
□
御
馬 

牽
人
足
等
之
義
是
又
何
拾
疋 

承
合
斎
藤
三
右
衛
門
差
図
之
通 

込
場
差
出
候
事 

 

一
見
廻
り

之
度
々
野
馬
囲
土
手
其
外 

 
 

野
馬
之
□
罷
□
候
訴
之
見
計
繕
等 

 
 

申
付
候
勿
論
馬
呑
井
等

堀
り

候
所
々 

 
 

も
有
之
候
得
者
浚
等
申
付
候
□
□
外 

 
 

御
入
用
掛
り
候
御
普
請
者
勿
論
品
□ 

 
 

寄
軽
キ
繕
御
普
請
等
ニ
而
も
三
右
衛
門 

 
 

差
図
之
通
り
立
合
之
上
積
り
取 

 
 

御
勘
定
所
相
伺
い
候
事 

  

一
月
々
見
廻
り
候
度
々
四
季
打 

鉄
炮
無
油
断
為
打
可
申
旨 

村
々
へ

廻
状
出
候 

 
 

一
月
々
見
廻
り

候
度
々
土
手
繕
候 

 
 

様
二
是
又
廻
状
出
候 

 
 
 
 

但
し

十
月
末
ゟ
ハ

猶
又
見
廻
り

土
手 
 
 
 
 

垣
丈
夫
ニ

申
付
候
是
ハ

春
御 

 
 
 
 

捕
駒
前
土
手
垣
冬
枯
ニ

成 

候
得
者
野
馬
外
牧
江

打 

越
或
ハ

里
出
致
し

候
付
念 

入
申
付
候
事
尤
境
杭
先 

年
□
相
建
有
之
候
得
者
元 

切
付
土
手
弐
三
間
内
江

立
有 

之
候
ニ

付
有
来
土
手
垣
囲
入 

不
申
様
見
廻
能
々
致
吟 

味
御
厩
方
ゟ
察
當
無
之 

様
仕
候 

 
 
 
 

 
 

一
見
廻
り

之
節
泊
休
之
儀
并
人
馬 

 
 

等
之
義
前
々
ゟ
野
附
野
続
六
十 

六
ケ
村
江
勝
手
次
第 

 
 

一
斎
藤
三
右
衛
門
定
宿
八
丁
喜
三
郎 

     



17 
 

 
 

 



17 
 

 
 

 

18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度第 1回嶺岡牧ミニ企画展 “パネル展 探検！ 嶺岡西二牧” 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度第 1回嶺岡牧ミニ企画展 “パネル展 探検！ 嶺岡西二牧” 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

千葉県酪農のさと嶺岡牧講演会 2025年度第1回 要旨 

 嶺岡牧を再興した徳川吉宗 
 ミニ企画展 パネル展 探検！ 嶺岡西二牧 
2025年 7月 21日発行 

編集・制作 NPO法人エコロジー・アーキスケープ 
発行 千葉県酪農のさと 


